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お問い合わせ先 
 
損害防止担当  
バイスプレジデント 
Terje R. Paulsen  
 terje.paulsen@gard.no  
 
損害防止担当  
シニアエグゼクティブ 
Marius Schønberg  
 marius.schonberg@gard.no 
 
損害防止担当  
エグゼクティブ 
Kristin Urdahl  
 kristin.urdahl@gard.no 
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 貨物倉のすべてのマンホールの蓋（バラスト、燃料等）を定期的に点検し、

タンクの点検後には適切に閉じる（締める）ようにしてください。 


